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人
・
物
・
情
報
が
交
流
す
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

本
市
は
、関
西
経
済
圏
か
ら
最
も
近
い
日
本
海
側
の
港
湾
都
市
で
あ
り
、「
東
ア
ジ
ア
に
躍
動
す
る
国
際
港
湾
・

交
流
都
市
」
を
都
市
像
に
掲
げ
、
玄
関
口
で
あ
る
「
京
都
舞
鶴
港
」
を
中
心
に
人
・
物
・
情
報
が
交
流
す
る
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
33
回
は
、
京
都
舞
鶴
港
を
活
か

し
た
人
流
・
物
流
の
拡
大
と
都
市
機
能
を
支
え
る
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

No.33No.33

7

国
際
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
「
京
都
舞
鶴
港
」

京
都
舞
鶴
港
は
、
関
西
圏
日
本
海

側
唯
一
の
国
際
貿
易
港
で
あ
り
、
東

ア
ジ
ア
へ
の
至
近
性
と
い
う
地
の
利

を
活
か
し
た
日
本
海
側
拠
点
港
と
し

て
、「
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
」、「
国

際
フ
ェ
リ
ー
・
国
際R

O
R
O

船(

※

１
）」、「
外
航
ク
ル
ー
ズ
」
の
３
つ
の

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

関
西
経
済
圏
を
は
じ
め
と
し
た
国

内
各
経
済
圏
と
対
岸
諸
国
を
結
ぶ
国

際
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
機
能
を

果
た
せ
る
よ
う
競
争
力
を
強
化
す
る

た
め
に
、
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
舞
鶴
国
際
ふ
頭
」
を
中
核
と
し
て
、

コ
ン
テ
ナ
船
、R

O
R
O

船
が
２
隻
同

時
に
着
岸
で
き
る
岸
壁
の
整
備
、
大

型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
入
港
を
可
能
と

す
る
岸
壁
の
整
備
、
多
目
的
ク
レ
ー

ン
の
設
置
、
高
速
道
路
と
港
湾
施
設

の
ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
の
整
備
を

国
・
府
と
連
携
し
て
進
め
、
名
実
と

も
に
京
都
舞
鶴
港
が
日
本
海
側
の
拠

点
港
と
し
て
確
立
さ
れ
る
よ
う
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
流
・
物
流
の
拡
大
へ

平
成
26
年
７
月
に
「
舞
鶴
若
狭
自

動
車
道
」、
昨
年
７
月
に
は
「
京
都

縦
貫
自
動
車
道
」
が
そ
れ
ぞ
れ
全
線

開
通
す
る
な
ど
、
京
都
舞
鶴
港
を
取

り
巻
く
交
通
網
の
整
備
が
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
好
影
響
か

ら
、
京
都
舞
鶴
港
に
お
け
る
平
成
27

年
度
の
取
扱
貨
物
量
は
、
１
，
１
０

３
万
㌧
と
な
り
、
６
年
連
続
で
１
，

０
０
０
万
㌧
を
超
え
ま
し
た
。

「
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
」
で
は
、
荷
物

を
京
都
舞
鶴
港
に
集
積
す
る
た
め
、
京

都
舞
鶴
港
振
興
会
を
中
心
に
府
や
港
湾

会
社
と
緊
密
に
連
携
し
、
年
間
１
，
４

０
０
社
以
上
の
事
業
所
を
訪
問
す
る
な

ど
の
積
極
的
な
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
た
結
果
、
韓
国
航
路
（
釜
山
港
）

の
週
２
便
化
が
実
現
し
、
取
扱
コ
ン
テ

ナ
量
も
こ
の
５
年
間
で
、
２
倍
以
上
に

伸
び
ま
し
た
。

 

「
国
際
フ
ェ
リ
ー
・
国
際R

O
R
O

船
」
に
つ
い
て
は
、
貨
物
輸
送
を
境

港
〜
東
海
港
（
韓
国
）
〜
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
港
（
ロ
シ
ア
）
の
航
路
を
舞

鶴
ま
で
延
長
す
る
準
備
運
航
が
昨
年

７
月
か
ら
開
始
。
８
月
か
ら
は
毎
週

運
航
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
旅
客
に

つ
い
て
も
、
昨
年
12
月
に
東
海
港
と

京
都
舞
鶴
港
を
直
行
す
る
ト
ラ
イ
ア

ル
運
航（
※
２
）が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
旅
客
輸
送
を
含
め
た
直

行
航
路
開
設
に
努
め
、
日
韓
露
国
際

フ
ェ
リ
ー
航
路
の
早
期
開
設
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

「
外
航
ク
ル
ー
ズ
」
で
は
、
一
度

に
多
く
の
乗
客
を
迎
え
入
れ
ら
れ
る

京
都
舞
鶴
港
を
玄
関
口
と
し
て
、
今

年
度
は
、
舞
鶴
で
乗
下
船
可
能
な

「
コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
（
７
万
５

千
㌧
）」
が
連
続
10
回
寄
港
す
る
ほ

か
、
ち
ゃ
っ
た
ま
つ
り
花
火
大
会
に

合
わ
せ
て
発
着
し
た
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ

く
び
い
な
す
（
２
万
６
千
㌧
）」、「
ル
・

ソ
レ
ア
ル
（
１
万
７
千
㌧
）」
な
ど
、

今
年
度
は
、
昨
年
の
８
回
か
ら
過
去

最
高
の
17
回
の
寄
港
を
予
定
。
ま
た
、

海
外
で
開
催
さ
れ
る
ク
ル
ー
ズ
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
で
の
Ｐ
Ｒ
や
ク
ル
ー
ズ

船
社
の
幹
部
に
港
を
直
接
ア
ピ
ー
ル

す
る
招
へ
い
事
業
な
ど
の
実
施
と
併

せ
、
ク
ル
ー
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
躍

や
寄
港
時
の
市
民
あ
げ
て
の
お
も
て

な
し
な
ど
で
、
来
年
度
は
、
今
年
度

を
大
幅
に
上
回
る
約
40
回
の
寄
港
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
京
都
舞
鶴
港
へ
の

集
荷
活
動
を
強
化
し
な
が
ら
、
新
規

貨
物
の
開
拓
や
新
規
航
路
の
開
設
、

既
存
航
路
の
活
性
化
な
ど
、
さ
ら
な

る
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
や
母
港
化

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
誘
致

京
都
舞
鶴
港
を
北
近
畿
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
拠
点
と
す
る
た
め
、
京
都
府
と

兵
庫
県
が
中
心
と
な
り
、
有
識
者
や

地
元
経
済
界
、
ガ
ス
・
電
気
事
業
者

を
交
え
て
開
催
し
て
い
る
「
北
近
畿

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
イ

ン
フ
ラ
整
備
研
究
会
」
に
本
市
も
参

画
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
国
土
強
靭

化
の
観
点
か
ら
京
都
舞
鶴
港
を
Ｌ
Ｎ

Ｇ
の
受
入
拠
点
と
す
る
こ
と
や
、
舞

鶴
か
ら
三
田
市
ま
で
の
天
然
ガ
ス
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
整
備
の
必
要
性
な
ど
が

議
論
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

両
府
県
と
と
も
に
国
へ
政
策
提
案
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
将
来
的
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
安

定
調
達
を
見
据
え
、
昨
年
９
月
に
締

結
さ
れ
た
京
都
府
と
米
国
ア
ラ
ス
カ

州
と
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
関

す
る
協
力
の
覚
書
」
に
基
づ
き
、
５

月
末
に
京
都
府
ア
ラ
ス
カ
訪
問
団
に

多
々
見
市
長
が
同
行
。
現
地
政
府
関

係
者
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
出
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
今
後

の
交
流
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
入
基
地

の
立
地
や
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

整
備
の
実
現
は
、
タ
ン
カ
ー
の
定
期

的
な
寄
港
や
工
場
立
地
の
優
位
性
の

向
上
、
新
た
な
雇
用
創
出
な
ど
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

た
め
、
今
後
も
府
と
連
携
し
、
積
極

的
な
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

都
市
機
能
を
支
え
る
道
路
網
の
整
備

道
路
網
の
整
備
は
、
京
都
舞
鶴
港

の
機
能
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
は
じ
め
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
す
。
ま
た
、
本
市
と
他
市
を
結

ぶ
都
市
間
連
携
な
ど
に
お
い
て
も
、

「
人
・
モ
ノ
」
が
交
流
す
る
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
都

市
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
を
取
り
巻
く
道
路
環
境
に
つ

い
て
は
、
高
速
道
路
網
の
全
線
開
通

の
ほ
か
、
西
地
区
の
交
通
渋
滞
の
緩

和
と
市
街
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
改
善

を
目
指
す
基
幹
道
路
整
備
の
重
点
事

業
で
あ
る
「
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路

（
上
安
〜
京
田
間
約
４
・
９
㌔
㍍
）」

の
用
地
買
収
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、

本
年
度
か
ら
は
一
部
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
物
流
機
能
向
上
の
た
め

京
都
舞
鶴
港
と
連
結
す
る
臨
港
道
路

上
安
久
線
の
整
備
と
併
せ
、
引
き
続

き
国
・
府
と
連
携
し
た
事
業
の
促
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
東
西
市
街
地
を
最
短
距
離

で
結
び
、
東
西
の
都
市
機
能
を
一
体
化

さ
せ
る
「
府
道
小
倉
西
舞
鶴
線
」
で
は
、

伊
佐
津
川
か
ら
東
側
約
３
２
０
㍍
の
区

間
の
拡
幅
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

昨
年
度
、
舞
鶴
赤
十
字
病
院
前
に
左
折

車
線
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。ま
た
、

歩
行
者
・
自
転
車
の
通
行
の
安
全
性
向

上
と
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
を
目
指
し
、

白
鳥
ト
ン
ネ
ル
区
間
の
４
車
線
化
（
約

１
・
４
㌔
㍍
）
に
つ
い
て
、
平
成
32
年

度
の
完
成
を
目
途
に
府
と
連
携
し
て
事

業
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
円
滑
な
交
通
の
確
保
や
定
住
促

進
、
経
済
活
動
の
活
性
化
を
図
る
よ

う
、
次
の
２
路
線
の
改
良
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
つ
目
の
「
和
泉
通
線
」
の
南
工
区

（
３
４
０
㍍
）
は
、
両
側
に
歩
道
を
備

え
た
片
側
２
車
線
の
道
路
と
し
、
府
道

小
倉
西
舞
鶴
線
ま
で
延
伸
し
ま
す
。

２
つ
目
の
「
引
土
境
谷
線
」
の
伊

佐
津
七
日
市
線
か
ら
国
が
整
備
を
進

め
る
西
舞
鶴
道
路
ま
で
の
区
間
（
３

７
０
㍍
）
は
、
両
側
に
歩
道
を
設
け

た
片
側
１
車
線
の
道
路
と
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
伊
佐
津
川
に
架
か
る
境

谷
橋
（
歩
行
者
と
自
転
車
の
み
通
行

可
）
に
代
わ
り
、
自
動
車
も
通
行
可

能
な
橋
を
整
備
し
ま
す
。

※１ 国際RORO船…旅客を乗せない貨物自動車専用フェリー

▲アラスカ州（米国）を視察する多々見市長（５月28日）

▲舞鶴港に寄港した「コスタ・ビクトリア」

▲京都舞鶴港西港

舞鶴若
狭自動

車道

舞鶴西I.C.

白鳥トンネ
ル

JR 東舞鶴駅

JR 西舞鶴駅

丹鉄宮舞線

JR
舞
鶴
線

市道引土境谷線整備区間
国道27号
西舞鶴道路整備区間

府道小倉西舞鶴線
整備区間

市道和泉通線
整備区間

27

27

175

舞鶴東I.C.

整備の進む西舞鶴道路

小倉西舞鶴線に左折車線を設置

観光消費額の増加

0

22

20

24

26

30

21億
1,580万円

H23 H24 H25 H26

22億
8,147万円

24億
3,881万円

H27

36

36億
5,814万円

32億
6,958万円

※２ トライアル運航…旅客などの航路実現のため、集客の可能性や満足度などについて検証を行う試験運行のこと

 （単位：億円）
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